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１ 第三次船橋市子供の読書活動推進計画の概要 

 

（１）計画の趣旨 

本市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」の施行を受け、平成２１年４月に

「船橋市子どもの読書活動推進計画」を、平成２６年４月には「第二次船橋市子供の読書

活動推進計画（以下、第二次計画）」を策定し、図書館や学校等において子供が自主的に

読書に親しむための機会の提供・充実を図ってきました。 

令和元年度からは、第二次計画の成果と課題を踏まえた「第三次船橋市子供の読書活動

推進計画（以下、第三次計画）」に基づき、「子供が読書の楽しさに気づき、自ら読書を

楽しむことのできる環境づくり」を目的とし、子供が読書習慣を身に付けることができる

よう、家庭・地域・学校等が一層力を合わせて読書活動の推進に取り組んでいきます。 

 

（２）計画の基本方針と方策 

第三次計画の目的を達成するため、次の３つを基本方針とします。 

＜基本方針＞ ①読書に親しむ機会の充実 

②読書環境の整備 

③普及啓発活動の推進 

また、３つの基本方針を推進するため、方策として次の取組を進めます。 

＜方策＞ ①家庭における取組 

②地域における取組 

③学校等における取組 

【連携・協力】 

 

（３）計画の体系図 

 

 

（４）目標とする数値（第三次計画全体で令和７年度の達成を目標とする数値） 

読書が好きな子供の割合       … 小学生 １００％  中学生 １００％ 

１か月に読んだ本が０冊の子供の割合 … 小学生   ０％  中学生   ０％ 

基本 

方針 

方策 

目的 
子供が読書の楽しさに気づき、 

自ら読書を楽しむことのできる環境づくり 

読書に親しむ 

機会の充実 

読書環境 

の整備 

普及啓発活動 

の推進 

 

連携・協力 

学校等に 

おける取組 

地域に 

おける取組 

家庭に 

おける取組 
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（５）計画の期間 

第三次計画の期間は、令和元年度から令和７年度までの７年間です。 

ただし、３～４年を目途に計画の達成状況、社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて

内容の見直しを図ります。 

 

（６）計画の対象 

計画の対象は、おおむね18歳以下の子供とその保護者等 （保護者や家族、教職員、

ボランティア、行政機関等）です。 

 

 

２ 第三次船橋市子供の読書活動推進計画の評価について 

第三次計画では、３７の事業に取り組むこととしています。本報告書は、令和３年度にお

ける各事業の取組実績や課題認識、今後の取組をまとめたものです。 

進捗状況は、船橋市図書館協議会において把握し、評価を行います。 

 

本報告書の見方 

①「基本方針」「方策」「事業No.」「事業名」「事業概要」「施設」「連携先」 

→基本方針・方策ごとに、第三次計画で実施するとしている事業の通し番号・名称・概要、

取組を行う施設・連携先を記載しています。 

②「指標」「計画策定時の現状値（平成２９年度）」「直近の実績」「中間目標値（令和４

年度）」「目標値（令和７年度）」 

→各事業の評価指標・実績の経年変化・計画の中間年度及び最終年度の目標値を記載して

います。また、最終年度の目標値に対する進捗率を併記しています。 

③「評価」 

→目標値（令和７年度）に対する進捗率を以下の評価基準に照らし、評価を付しています。

なお、令和3年度時点では目標値が定まらない事業No.１２及び２５については、後

述する「当年度取組」欄に評価の考え方を記しています。 

評価 目標値に対する進捗率 

達成できた １００％以上 

概ね達成できた ８０％以上１００％未満 

あまり達成できていない ６０％以上８０％未満 

達成できていない ６０％未満 

④「当年度取組」「現状の課題・今後の取組」 

→令和３年度における各事業の取組、課題認識と今後の取組を記載しています。 
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３ 集計結果 

令和３年度の現状に対する評価 

基本方針 方策 

評価 

達成 

できた 

概ね達成 

できた 

あまり 

達成でき

ていない 

達成でき

ていない 

１ 
読書に親しむ

機会の充実 

１ 家庭における取組  1 1  

２ 地域における取組 1 2 1 5 

３ 学校等における取組 1 3 1  

２ 
読書環境の整

備 

２ 地域における取組 3    

３ 学校等における取組 2 3 1 3 

３ 
普及啓発活動

の推進 

１ 家庭における取組 2   2 

２ 地域における取組 2  1  

３ 学校等における取組  2   

合計 11 11 5 10 

割合 29.7％ 29.7％ 13.5％ 27.1％ 

 



令和元年度 令和２年度 令和３年度

93.0% 85.6% 60.6% 77.8% 94.0%
《 97.9% 》 《 90.1% 》 《 81.9% 》 《 98.9% 》

23.3% 53.9% 43.1% 52.1% 70.0%
《 33.3% 》 《 77.0% 》 《 61.6% 》 《 74.4% 》 《 100.0% 》

2園 27園 26園 27園 27園 27園
(全園) (全園) (全園) (全園)

《 7.4% 》 《 100.0% 》 《 96.3% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》

4館 7館 1館 4館 10館 21館
(全館)

《 19.0% 》 《 33.3% 》 《 4.8% 》 《 19.0% 》 《 47.6% 》

4 事業評価一覧表

現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

保護者に子供への読
み聞かせや読書の重
要性を伝えるため、
図書館など関係機関
と連携して講座を実
施する。

児童ホー
ム

図書館

掲示した
園数

3

公立保育園での
保護者への啓発

図書館主催講座のパ
ンフレットやポスタ
－を掲示し、保護者
へ情報提供を行う。

公立保育
園

図書館

1

児童ホームにお
ける講座等を通
じた保護者への
啓発

達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、令和
３年８月３０日から令和
３年９月３０日まで休館
し、事業を中止した影響
もあり、実施できたのが
４館のみであったが、昨
年度と比較して実施館数
は増加した。

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
図書館など関係機関と連
携し、チラシの配布や来
館者への声掛け、市ホー
ムページ等により事業の
周知に努める。

95.0%

概ね達成
できた

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、4か
月児健康相談(集団)での
開催は実施せず、各保健
センターでの窓口個別相
談等に切り替えて案内
し、実施した。
また、案内時期を生後7
か月未満までと延長し、
長期里帰り等の方等には
赤ちゃん訪問時にも絵本
を配布できるよう対応し
た。

4か月児健康相談(集団)
が再開するまでは、個別
相談時、ブックスタート
事業の目的である生涯を
通じて読書を楽しむこと
ができるような声かけを
行う。また、生涯学習
部、図書館と連携を図
り、図書館の活用を促し
ていく。

70.0%

あまり
達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため来館が
難しく絵本を受け取るこ
とができなかった対象者
には受取期限の延長を
行っている。また、ネッ
トワーク化した飯山満公
民館図書コーナー、八木
が谷公民館図書コー
ナー、松が丘公民館図書
室で新たに配付を開始し
たことと、転入者への配
付を開始したことで、こ
れまで受け取ることがで
きなかった子供達にも本
との出会いの機会を広げ
ることができ、配付率は
上昇傾向にある。

セカンドブック事業の周
知を広く行っていくとと
もに、新型コロナウイル
スの影響で絵本を受け取
ることが難しい対象者
に、引き続き受取期限の
延長を検討する。来館者
には配付後も図書館等を
継続して利用していただ
けるよう、各種サービス
の案内に努める。

達成
できた

園にポスターを掲示し、
保護者への周知を図っ
た。

引き続き取り組んでい
く。

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

絵本配布
率

1

ブックスタート
事業
(絵本の配布)

できるだけ早い時期
に全ての子供に「絵
本」と出会う機会を
作り、親子が触れ合
い、語り合い、絆を
深めることを目的
に、保健センターで
行われる4か月児健康
相談の機会に絵本を
配布する。

保健セン
ター

図書館

絵本配布
率

2

セカンドブック
事業

より多くの本と出会
う機会を提供するた
め、1歳6か月児健康
診査を受診した子供
に、図書館で絵本を1
冊手渡し、来館やお
はなし会への参加を
促す。

図書館 保健セン
ター

講座の実
施館数

4

地域保健
課

西図書館

公立保育
園管理課

地域子育
て支援課

3

1

4



令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

― 2施設 0施設 2施設 2施設 2施設
(全施設) (全施設) (全施設) (全施設)

― 《 100.0% 》 《 0.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》

7館 2館 0館 4館 15館 26館
(全館)

《 26.9% 》 《 7.7% 》 《 0.0% 》 《 15.4% 》 《 57.7% 》

― 2回 1回 7回 4回
― 《 25.0% 》 《 12.5% 》 《 87.5% 》 《 50.0% 》

6回 13回 0回 1回 8回
《 60.0% 》 《 130.0% 》 《 0.0% 》 《 10.0% 》 《 80.0% 》

1回 2回 0回 5回 4回
《 12.5% 》 《 25.0% 》 《 0.0% 》 《 62.5% 》 《 50.0% 》

講座の実
施施設数

達成
できた

南本町子育て支援セン
ター及び高根台子育て支
援センターにて講座を実
施した。

6

公民館における
講座等を通じた
保護者への啓発

保護者に子供への読
み聞かせや読書の重
要性を伝えるため、
図書館など関係機関
と連携して読み聞か
せのポイントや本の
選び方など、本を身
近に親しみ、読書の
楽しさを伝える講座
を実施する。

公民館 図書館 講座の実
施館数

5

子育て支援セン
ターにおける講
座等を通じた保
護者への啓発

保護者に子供への読
み聞かせや読書の重
要性を伝えるため、
図書館など関係機関
と連携して講座を実
施する。

子育て支
援セン
ター

図書館

講座の実
施回数

7

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
図書館など関係機関と連
携し、チラシの配布や来
館者への声掛け、市ホー
ムページ等により事業の
周知に努める。

達成でき
ていない

家庭や地域の中で本の読
み聞かせの機会を増やす
ためのボランティアを養
成する講座や、読み聞か
せの基本・本選び・読み
聞かせの実践等を内容と
した講座、0～2歳児と
その保護者を対象に、北
図書館司書を講師として
招いた講座も実施した。

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、どの
ように参加者を募集する
べきか、募集に苦労し
た。地域でのニーズを把
握し、周知の方法などの
工夫をしていく。

8回

概ね達成
できた

各図書館で読み聞かせ初
心者の方向けに、入門講
座や紙芝居講座、わらべ
うた講座を開催すること
ができた。
また、保護者向けの講座
についてはオンラインで
開催する等、工夫して講
座を開催することができ
た。

今後もオンラインでの開
催を検討する等、感染対
策に配慮しながら、講座
を開催し、目標である回
数を実施できるよう工夫
していく。

保護者や読み聞
かせグループ等
への啓発

読み聞かせ初心者の
方向けに、図書館主
催で読み聞かせの方
法等についての講座
を開催する。

図書館 ―

今後も感染対策に配慮し
ながらオンラインや
Twitterを使用した講
座・企画等を開催してい
く。

9

10代の利用者
向け事業の実施

10代の利用者の興
味・関心の高い講座
等の事業を実施す
る。

図書館 ―

講師派遣
回数

10回

達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、各施
設での事業実施が困難な
状況にあったが、講師派
遣を1回行うことができ
た。

県立図書館等の研修に参
加することで研鑽を積
み、読み聞かせグループ
等に読書の大切さと絵本
を通したコミュニケー
ションの大切さを伝えて
いく。8

保護者や読み聞
かせグループ等
への啓発（講師
派遣）

読書の重要性や読み
聞かせの方法を伝え
るため、まちづくり
出前講座や各施設の
講座に講師派遣を行
う。

図書館 公民館等

10代の利
用者向け
事業の開
催回数

8回

あまり
達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、施設
の制限開館や催しの自粛
期間もあり、開催回数は
少ないが、オンラインで
の開催やTwitterを使用
した事業の企画を実施す
るなど工夫して10代向
け講座を開催した。

西図書館

地域子育
て支援課

中央公民
館

西図書館

西図書館

3 1

1 2

5



令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

― 104人 160人 277人 50人
― 《 52.0% 》 《 80.0% 》 《 138.5% 》 《 25.0% 》

1,529冊 1,816冊 2,030冊 2,104冊 1,700冊
《 76.5% 》 《 90.8% 》 《 101.5% 》 《 105.2% 》 《 85.0% 》

有4館 有4館 有4館 有4館 ―
(全館) (全館) (全館) (全館)

― ― ― ― ―

有2館 有4館 有4館 有4館 有4館
(全館) (全館) (全館) (全館)

― ― ― ― ―

1回 6回 9回 10回 4回
《 25.0% 》 《 150.0% 》 《 225.0% 》 《 250.0% 》 《 100.0% 》

1,456回 1,235回 114回 683回 1,600回
《 85.6% 》 《 72.6% 》 《 6.7% 》 《 40.2% 》 《 94.1% 》

点字絵本
の所蔵状
況

LLブック
の所蔵状
況

引き続き資料の収集に努
める。

点字絵本の所蔵数は令和
2年度が92点、令和3年
度が102点、LLブック
の所蔵数は令和2年度が
78点、令和3年度が
101点であり、共に前
年度より増加しているた
め、達成とした。

14

児童ホームでの
読み聞かせ活動
の実施

地域の子育て支援の
一環として、乳幼児
と保護者を対象とし
た、職員やボラン
ティアによる絵本の
読み聞かせ活動を実
施する。(全館)

児童ホー
ム

地域文
庫・ボラ
ンティア
等

読み聞か
せ活動の
実施回数

達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、令和
３年８月３０日から令和
３年９月３０日まで休館
し、事業を中止した影響
もあり40.2％の達成率
となったが、昨年度と比
較して実施回数は増加し
た。

11

外国語の図書の
充実

日本語以外の言葉を
母国語とする子供向
けの図書等の充実を
図る。

図書館

13

YAだよりの配
布

10代の利用者向けに
「YAだより」等で情
報発信を行う。

図書館

12

ハンディキャッ
プサービスの充
実

西図書館

西図書館

地域子育
て支援課

3

― 外国語の
図書の蔵
書数

2,000冊

達成
できた

英語絵本や、絵図鑑等を
購入した。

多様な支援を必要と
する子供のための図
書等（点字絵本・LL
ブック等）の充実を
図る。

図書館 ―

10

YAコーナーを
活用した交流の
場の提供

10代の利用者による
おすすめ本の紹介
コーナーを設置する
等、利用者同士が読
書を通じて交流して
いく場を提供する。

図書館 ― 参加人数 200人

達成
できた

全館に設置したコミュニ
ケーションボードへ投稿
された内容を、HPや
Twitterで紹介した。昨
年度よりも定着したもの
とみられ、全館で277
人の参加があった。

西図書館 １０代の利用者が気軽に
立ち寄れる図書館を目指
し、情報発信を行ってい
く。また、コミュニケー
ションボードについて
は、引き続き１０代の利
用者の興味を引くような
テーマを取り上げてい
く。

令和3年度と比
較し、各種類
の蔵書数を増
やす

― 発行回数

達成
できた

西図書館・東図書館で合
わせて10回、YAだより
を発行した。また、ホー
ムページに「YAだよ
り」を掲載し、図書館に
来館することが難しい方
も閲覧できるようにして
いる。なお、「YAだよ
り」で取り上げた図書に
ついては、図書館システ
ムと連動し利用しやすい
ようにしている。

TwitterやHP、YAだよ
りを活用し、情報発信を
行っていく。

4回

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
チラシの配布や来館者へ
の声掛け、市ホームペー
ジ等により事業の周知に
努める。

1,700回

継続して資料を購入して
いく。

令和3年度と比
較し、各種類
の蔵書数を増
やす

達成
できた

西図書館

1

1

2

2

6



令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

24回 22回 8回 23回 28回
《 85.7% 》 《 78.6% 》 《 28.6% 》 《 82.1% 》 《 100.0% 》

13館 15館 7館 12館 20館 26館
(全館)

《 50.0% 》 《 57.7% 》 《 26.9% 》 《 46.2% 》 《 76.9% 》

3館 0館 0館 8館 15館 26館
(全館)

《 11.5% 》 《 0.0% 》 《 0.0% 》 《 30.8% 》 《 57.7% 》

― 3館 0館 0館 15館 26館
(全館)

― 《 11.5% 》 《 0.0% 》 《 0.0% 》 《 57.7% 》

― 実施館数

達成でき
ていない

「本の出会いと受け取っ
たもの」、「感想文の組
み立てと書き方」、「感
想文の見直しと清書」を
内容とし、本の選び方や
読書感想文の書き方のポ
イントを学び、読書の楽
しさを知るとともに、文
章表現力を養う講座を開
催した。
小学校3・4年生を対象
に、夏休み期間中3回の
学級講座として開催した
ものもある。

参加児童やその保護者か
らは非常に好評であった
ため、今後も継続してい
きたい。
読書感想文の清書を講座
期間中に終える参加者を
増やすことが課題である
ため実施方法の見直しを
進めていきたい。
また、館によっては募集
締め切り後に参加希望の
問い合わせが数件あった
ことから、令和4年度は
実施回数の拡充を検討し
ていく。

18

講座等を通じた
子供が本に触れ
る機会の提供

公民館で行われる子
供や親子向けの講座
等において、講座に
関連した図書を紹介
し、遊ぶ・作るなど
の体験と読書を結び
付け、読書の楽しさ
や関心を持つ機会を
提供する。

公民館 図書館

16

公民館における
おはなし会の実
施

幼児や児童を対象と
した読み聞かせ、わ
らべうた、手遊び等
を行い、読書に興
味・関心を持たせた
り、読書に親しんだ
りする機会を提供す
る。

公民館 地域文
庫・ボラ
ンティア
等

実施館数

達成でき
ていない

テーマを「親子で楽しむ
絵本の世界」とし、絵本
を通して親子のふれあい
の場を作り、家庭での育
児のあり方を学習する場
とした。
幼児や児童を対象とした
絵本の読み聞かせ、おは
なし、かみしばい、パネ
ルシアター、てぶくろ人
形劇を行い、読書に興
味・関心を持たせたり、
読書に親しんだりする機
会を提供した。
社会教育関係団体による
絵本や紙芝居の読み聞か
せを実施した。

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、中止
した講座があったもの
の、実施した講座は好評
であり、今後も継続して
実施していきたい。
参加者数が少ない講座
は、募集やお知らせを工
夫することが必要であ
る。
図書室に来た小さな子ど
もを持つ親や、小学生へ
チラシを渡すなど、出来
るだけ多くの方に参加し
てもらえるよう児童ホー
ムや図書室と周知等協力
していく。

実施館数

達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、講座
を実施できない期間が
あったことから、実施し
た公民館がなかった。

今後も子供や親子向けの
講座等で機会を捉え感染
対策に配慮しながら実施
の検討を行いたい。

17

公民館における
読書感想文講座
の実施

読書の習慣がない小
学生を対象に読書感
想文の書き方講座を
実施する。

公民館

15

子育て支援セン
ターでの読み聞
かせ活動の実施

地域の子育て支援の
一環として、乳幼児
と保護者を対象とし
た、職員やボラン
ティアによる絵本の
読み聞かせ活動を実
施する。(全センター)

子育て支
援セン
ター

地域子育
て支援課

中央公民
館

中央公民
館

中央公民
館

地域文
庫・ボラ
ンティア
等

読み聞か
せ活動の
実施回数

28回

概ね達成
できた

南本町子育て支援セン
ター及び高根台子育て支
援センターにて読み聞か
せ活動を実施し、直近の
年度と比較して実施回数
は増加した。

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
チラシの配布や来館者へ
の声掛け、市ホームペー
ジ等により事業の周知に
努める。

1 2
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

― 842冊 1,268冊 2,133冊 900冊
― 《 42.1% 》 《 63.4% 》 《 106.7% 》 《 45.0% 》

7館 18館 0館 15館 10館 21館
(全館)

《 33.3% 》 《 85.7% 》 《 0.0% 》 《 71.4% 》 《 47.6% 》

2施設 2施設 0施設 2施設 2施設 2施設
(全施設) (全施設) (全施設) (全施設) (全施設)

《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 0.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》

― 6園 0園 0園 8園 27園
(全園)

― 《 22.2% 》 《 0.0% 》 《 0.0% 》 《 29.6% 》

82校 82校 82校 83校 82校 82校
(全校) (全校) (全校) (全校) (全校) (全校)

《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 101.2% 》 《 100.0% 》 ※塚田南小学
校がR3に新設
されたため、
83校で全校と
なる。目標値
はR5に行う計
画の見直しに
て修正する予
定。

今後も引き続き図書の購
入を継続する。

― 読み聞か
せ活動等
の実施館
数

あまり
達成でき
ていない

読書週間中の読み聞かせ
活動などを約７割の施設
で実施できた。

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
チラシの配布や来館者へ
の声掛け、市ホームペー
ジ等により事業の周知に
努める。

―放課後
ルーム

2

21

子育て支援セン
ターでの「子ど
も読書の日」等
にちなんだ普及
啓発の推進

「子ども読書の日」
や「こどもの読書週
間」に合わせ本に関
連した事業の実施を
図る。

子育て支
援セン
ター

― 読み聞か
せ活動等
の実施施
設数

達成
できた

南本町子育て支援セン
ター及び高根台子育て支
援センターにて講座を実
施した。

今後も感染対策に配慮し
ながら事業を実施してい
く。
チラシの配布や来館者へ
の声掛け、市ホームペー
ジ等により事業の周知に
努める。

地域子育
て支援課

地域子育
て支援課

新たに図
書を購入
する冊数

2,000冊

達成
できた

図書の購入を進めた。

20

19

放課後ルームの
図書の購入

図書館の団体貸出を
利用しているもの
の、蔵書数が少ない
との声があるため、
新たに図書を購入
し、蔵書の充実を図
る。

地域子育
て支援課

児童ホームでの
「子ども読書の
日」等にちなん
だ普及啓発の推
進

「子ども読書の日」
や「こどもの読書週
間」に合わせ、本に
関連した事業の実施
を図る。

児童ホー
ム

22

公立保育園職員
の絵本に関する
技術向上

職員の技術向上のた
め、図書館職員によ
る絵本やお話の講座
に参加する。

公立保育
園

図書館 参加園数

達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、参加
することが出来なかっ
た。

感染対策に配慮しなが
ら、参加を検討してい
く。

公立保育
園管理課

23

学校図書館運営
計画の作成

読書年間指導計画や
学校図書館運営計画
を作成し、図書主任
を中心として、全教
職員が共通理解のも
と連携・協力して児
童生徒の読書指導を
進める。

小･中･特
別支援学
校

― 学校図書
館運営計
画を作成
している
学校数

達成
できた

各学校に学校図書館の年
間学習計画の作成を啓発
した。

令和４年の５月に開催し
た図書主任研修会で、年
間学習計画に情報活用の
指導計画も記載するよう
各校に指導した。
読書センター・学習セン
ター・情報センターとし
ての学校図書館活用全体
計画の作成を今後も啓発
していく。

指導課

2

3

2

1

3
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

82校 82校 70校 77校 82校 82校
(全校) (全校) (全校) (全校)

《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 85.4% 》 《 93.9% 》 《 100.0% 》

3,689,527冊 3,746,525冊 3,402,300冊 3,731,833冊
※目標冊数

3,600,000冊
※目標冊数

4,000,000冊
※目標冊数

4,000,000冊
※目標冊数

4,000,000冊
※「船橋市国
語力向上推進
委員会」が設
定する目標冊
数

※「船橋市国
語力向上推進
委員会」が設
定する目標冊
数

《 102.5％ 》 《 93.7％ 》 《 85.0％ 》 《 93.3％ 》

80校 81校 80校 80校 81校 81校
(全校) (全校) (全校)

《 98.8% 》 《 100.0% 》 《 98.8% 》 《 98.8% 》 《 100.0% 》

44回 53回 53回 56回 64回
《 52.4% 》 《 63.1% 》 《 63.1% 》 《 66.7% 》 《 76.2% 》

82校 81校 82校 83校 82校 82校
(全校) (全校) (全校) (全校) (全校)

《 100.0% 》 《 98.8% 》 《 100.0% 》 《 101.2% 》 《 100.0% 》 ※塚田南小学
校がR3に新設
されたため、
83校で全校と
なる。目標値
はR5に行う計
画の見直しに
て修正する予
定。

24

「朝読書」や
「読み聞かせ」
等の実施

読書習慣を身に付け
させるため「朝読
書」や「読み聞か
せ」等を、各学校の
実情に合わせて取り
組む。

小･中･特
別支援学
校

― 朝読書、
読み聞か
せ等を実
施してい
る学校数

概ね達成
できた

例年全校が取り組んでい
る活動であるが、今年度
は100％を達成するこ
とができなかった。

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、活動
を控えている学校があっ
た。令和４年度は、実施
予定の学校が増えている
ため、実情に合わせた取
り組みを推進していく。

指導課

ポップづくりやブッ
クトーク、ビブリオ
バトル等、児童生徒
が相互に図書を紹介
する活動や、読書意
欲を高める取組を行
う。

小･中学校 ― 取組を実
施してい
る学校数

概ね達成
できた

コロナ禍においても読書
意欲向上を目指し、各校
が積極的に取り組んでい
た。

研修会や要請訪問等を通
して、読書を積極的に取
り入れた国語科学習を実
施するよう啓発してい
く。

25

読書習慣の形成 卒業までに一定量の
読書を推奨する等、
学校や家庭における
読書習慣が身に付く
よう促す。

小･中学校 ― 児童生徒
総貸出冊
数

概ね達成
できた

貸出総数は休業期間の
あった令和２年度より
も、33万冊ほど増加し
た。新型コロナウイルス
感染症の影響は依然とし
てあるが、回復傾向が見
られる。

令和４年度も400万冊
を目標に読書量の向上を
啓発していく。

26

読書意欲を高め
る取組の実施

指導課

指導課

令和３年度、全ての小中
特別支援学校で学校図書
館図書標準を達成するこ
とができた。

令和４年度は蔵書
100％を維持するため
の政策予算が配当されな
かったので、100％を
切ることがないように廃
棄冊数を管理し、学校図
書標準の維持に努める。

28

学校図書館の蔵
書の管理

定期的に蔵書点検を
行い、新しい本と使
用に耐えない本との
入れ替えを図りなが
ら、「学校図書館図
書標準」（文部科学
省）で定める基準冊
数を維持できるよう
学校図書館の蔵書を
管理する。

小･中･特
別支援学
校

― 「学校図
書館図書
標準」基
準冊数を
達成して
いる学校
数

27

大穴小学校市民
図書室おはなし
会の実施

地域のボランティア
団体と連携し、市民
図書室内で絵本の読
み聞かせ等を行うお
はなし会を実施す
る。

市民図書
室

ボラン
ティア

おはなし
会の延実
施回数

あまり
達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、当初
4回開催する予定だった
が、1回中止となった。

今後も感染対策に配慮し
ながら実施していく。

84回

達成
できた

教育総務
課
西図書館

指導課

2

1

3
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

72校 49校 43校 49校 82校 82校
(全校) (全校)

《 87.8% 》 《 59.8% 》 《 52.4% 》 《 59.8% 》 《 100.0% 》

75校 80校 79校 82校 82校 82校
(全校) (全校)

《 91.5% 》 《 97.6% 》 《 96.3% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 ※塚田南小学
校がR3に新設
されたため、
83校で全校と
なる。目標値
はR5に行う計
画の見直しに
て修正する予
定。

72校 71校 68校 72校 82校 82校
(全校) (全校)

《 87.8% 》 《 86.6% 》 《 82.9% 》 《 87.8% 》 《 100.0% 》

82校 82校 82校 83校 82校 82校
(全校) (全校) (全校) (全校) (全校) (全校)

《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 101.2% 》 《 100.0% 》 ※塚田南小学
校がR3に新設
されたため、
83校で全校と
なる。目標値
はR5に行う計
画の見直しに
て修正する予
定。

3件 3件 2件 3件 3件
《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 66.7% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》

4件 4件 2件 3件 4件
《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 50.0% 》 《 75.0% 》 《 100.0% 》

小中各1件 小中各1件 小中各1件 小中各1件 小中各1件
《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》

ほぼ全小中特別支援学校
の学校図書館で、学校司
書が創意工夫した特設
コーナーが設置されてい
る。

他校の学校図書館を見学
する研修を行い、各校の
アイデアを共有できるよ
うにする。

29

学校図書館資料
の充実

子供たちが幅広い
ジャンルから本を選
び、多くの図書に触
れる機会がもてるよ
う、図書主任や司書
教諭、学校司書を中
心に学校図書館資料
の充実を図る。

小･中･特
別支援学
校

― 図書選定
委員を組
織してい
る学校数

達成でき
ていない

選書・廃棄の図書の選定
が、学校司書に任され、
図書主任等には報告だけ
になっている実態があ
る。

図書の選書や廃棄を管理
職を含めた組織的に行う
よう、研修会等を通し
て、今後も啓発してい
く。

概ね達成
できた

― 特設コー
ナーを設
置してい
る学校数

30

特設コーナーの
設置

総合的な学習の時間
や教科等の授業で学
んでいる内容の本
や、季節ごとの行事
に関した本などを集
めた「特設コー
ナー」の設置を行
う。

小･中･特
別支援学
校

指導課

指導課

概ね達成
できた

障害のある児童生徒が在
籍するか否かで、発達に
応じた図書資料の整備状
況が異なっている。

小･中･特
別支援学
校

―

令和３年度は全小中特別
支援学校が図書物流を利
用することができた。総
物流件数は19,057件
だった。目標は25,000
件だったが、新型コロナ
ウイルス感染症による影
響で達成することはでき
なかった。

令和４年度は年間３７回
実施し、公立図書館と連
携しながら、学校図書館
活用を推進していく。

小･中･特
別支援学
校

図書館 図書物流
を利用し
た学校数

達成
できた

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、１回
の研修会を中止したが、
オンライン型に切り替え
ることで、実施できた研
修会もあった。２月の研
修会は、講師を招きICT
を活用した学校図書館の
役割について講演を行っ
た。

令和４年度は、昨年度実
施ができなかった他校の
学校図書館見学を実施す
るなど、情報共有の場を
充実させる。また、外部
講師を招いた研修会を企
画し、学校司書・図書主
任等の資質向上を図る。

3件

4件

小中各1件

図書主任
の研修会
の件数

学校司書
の研修会
の件数

内、合同
研修

引き続き、各学校に障害
者の読書環境整備を啓発
していく。

33

図書主任、学校
司書の資質向上

児童生徒の自主的な
読書活動を推進して
いくために、図書主
任、学校司書の研修
の機会を設け、教職
員等の資質向上に努
める。

31

障害のある児童
生徒への読書環
境の整備

LLブックや点字本
等、発達に応じた図
書資料の整備を行
う。

小･中･特
別支援学
校

― 発達に応
じた図書
資料を所
蔵してい
る学校数

32

図書物流の活用 図書館と学校図書
館、各学校図書館の
間で、図書相互貸借
のための図書物流の
活用を図るととも
に、図書館と学校図
書館の横断検索等に
より、図書館活用の
幅を広げる。

指導課

指導課

指導課

概ね達成
できた

32
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 現状の課題・今後の取組

《目標値に対する進捗率》

方策
目標値

(令和7年度)

直近の実績 中間目標値
(令和4年度)

計画策定時の
現状値

(平成29年度) 評価
当年度取組

(令和３年度)

入力
担当課

(公表時は
非表示)

基本
方針

事業
No.

事業名 事業概要 指標連携先施設

47校 47校 35校 30校 81校 81校
(全校) (全校)

《 58.0% 》 《 58.0% 》 《 43.2% 》 《 37.0% 》 《 100.0% 》

35,036冊 35,317冊 24,405冊 25,670冊 35,600冊
《 96.8% 》 《 97.6% 》 《 67.4% 》 《 70.9% 》 《 98.3% 》

77校 75校 75校 79校 81校 81校
(全校) (全校)

《 95.1% 》 《 92.6% 》 《 92.6% 》 《 97.5% 》 《 100.0% 》

80校 79校 80校 82校 82校 82校
(全校) (全校)

《 97.6% 》 《 96.3% 》 《 97.6% 》 《 100.0% 》 《 100.0% 》 ※塚田南小学
校がR3に新設
されたため、
83校で全校と
なる。目標値
はR5に行う計
画の見直しに
て修正する予
定。

大穴小学校市民図書室
は、令和2年度に所管を
西図書館に移管した際、
図書の整備を行ったこと
から蔵書数が減少した
が、市民からのリクエス
トを中心に新たに資料を
購入した。

高根小学校市民図書室
は、定期的な図書の購入
により、継続して蔵書の
充実を図った。

大穴小学校・高根小学校
市民図書室ともに、今後
も継続して蔵書の充実を
図っていく。

36,200冊

あまり
達成でき
ていない

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、外部
人材を招くことを控えた
学校が多かったため、令
和２年度よりもボラン
ティアが導入されなかっ
た。

情報を発
信してい
る学校数

―

―

令和４年度は、実施を予
定している学校が多いた
め、実情に合わせた取り
組みを推進していく。

34

ボランティアと
の連携

ボランティアとの連
携を図り、学校図書
館の環境づくりや児
童生徒への読み聞か
せ等を行う。

小･中学校 地域文
庫・ボラ
ンティア
等

ボラン
ティアを
導入して
いる学校
数

35

市民図書室の蔵
書の充実

地域住民の生涯学習
の振興に資するた
め、市民図書室の蔵
書の充実を図る。

市民図書
室

― 全体の蔵
書数

達成でき
ていない

指導課

教育総務
課
西図書館

指導課

指導課

小･中学校

小･中･特
別支援学
校

「子ども読書の日」
や「読書週間」に関
連した取組を行う。

学校便りや図書館便
り、学校ホームペー
ジ等で図書に関する
情報を発信する。

「子ども読書の
日」等における
啓発

図書館便り・学
校ホームページ
等による情報の
発信

36

37

概ね達成
できた

小学校は53校、中学校
では26校で、読書祭り
等の活動を実施した。令
和２年度よりも４校増
え、読書意欲を高める活
動への意識が高まってい
る。

感染対策のため、活動を
控えている場合もあるた
め、各校の実情に合わせ
た方法を推進していく。

概ね達成
できた

小学校１校を除き、図書
館だよりを発行し、情報
発信を行っている。

残り１校にも図書館だよ
り等を発行するよう働き
かけていく。

取組を実
施してい
る学校数

2

3

3
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